
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各生協の２００９年度通常総代会の開催予定は以下のとおりです。 

生生生生    協協協協    名名名名    月月月月    日日日日    （曜）（曜）（曜）（曜）    時時時時        間間間間    会会会会                場場場場    

太田情報･医療･自動車専門

学校生協 
５月 ２２日（金）   

高経大生協 ２７日（水） 夕方  

群馬大学生協 ３０日（土）  ９：３０～１2：００ 荒牧・ミューズホール（予定） 

生活クラブ生協 ６月  ６日（土） １４：００～１６：３０ 玉村町文化センター 

コープぐんま １１日（木） １０：３０～１２：３０ ＪＡビル ホール 

利根保健生協 １２日（金） ９：３０～ 利根沼田文化会館 

ぐんまよつ葉生協 １３日（土） １０：００～１１：３０ 未定 

群馬県庁生協 １６日（火） １４：００～１６：００ 群馬県企業公社ビル 

はるな生協 １９日（金） １３：００～ 高崎労使会館 

北毛保健生協 １９日（金） １３：３０～１７：００ 渋川市中央公民館 

パルシステム群馬 ２０日（土） １０：３０～１２：３０ グリーンドーム前橋 

群馬県学校生協 ２６日（金） １５：００～１７：２０ ロイヤルチェスター前橋 

群馬中央医療生協 ２７日（土） １３：００～１７：００ 前橋市総合福祉会館ﾎｰﾙ 

全労済県本部 ７月 ３０日（木） １４：００～ 前橋テルサ 
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県連女性協議会は４月４日（土）、県連創立５０周年記念事業実行委員会

との共催で、地球温暖化について科学の視点から理解し、社会や地域でど

うすれば良いのかを学ぼうと、東京大学生産技術研究所教授で地球温暖化

問題に詳しい山本良一先生（写真）を講師に招いて、『地球温暖化の危機と

は？どうしたら解決できるのか』と題する学習交流会を開催しました。学

習交流会には１４０名の組合員や役職員が参加しました。 

 

講演は、「地球温暖化は、世界で起きていることを厳しく認識し、直ちに行動を起こせばまだ解

決できるということを、科学者として最初に申し上げます。」という言葉から始まりました。山本

先生には１時間半の講演のあと、会場からの質問に答えていただきました。 

 

（以下、講演の要約をご紹介します。） 

今のままでは、私たちの子供や孫の世代は生涯をあてて“気候戦争”と闘わなくてはならなく

なる。環境崩壊はひとたび起こると取り返しがつかない。 

ヨーロッパ、アメリカ、カナダ、オーストラリアは軒並み、２０５０年までに温室効果ガスの

８割削減目標を立て、日本も６～８割の削減を表明した。しかし、それだけでは間に合わない、

温暖化問題を安全保障の問題ととらえ、優先課題にしなければ解決できないという認識が、この

２年間で全世界に広がっている。だが日本の国家リーダーは、チームマイナス６パーセントとい

う“竹槍作戦”をやらせている（温室効果ガスをＣＯ２換算で４９０億トン放出しているのに、わ

ずか１０億トンの削減でごまかそうというのが京都目標）。日本には砂漠も氷河も熱帯雨林もなく

恵まれた状況にあるために、世界で起きている異常が見えていない。 

北極海氷の面積が３０年間

で４０％も減少した。過去１

００万年間一度も起きた事の

ない激しい自然現象が起きた

のだ。このまま温度上昇を許

すと、４０年後までに１００

万種の生物種が絶滅する。そ

の時に人類だけが無傷で済む

はずがない。昨年１１月、カ

ナダの軍事アナリストが「気候戦争」という本を出し、温暖化による水、食糧、エネルギー、資

源の争いのために、国際紛争が起きると警告した。気候戦争が起きたとき、日本は、食糧とエネ

ルギーの途絶という問題に直面する。 

『暖かくなって何が悪いの？』と言う人がいる。産業革命以降大気の温度が０．７４℃上昇し

たため、佐渡でみかんが栽培できる、北海道でコシヒカリが生産できる、イギリス南部がワイン

の産地になった・・・などと。しかし悪い事の方が圧倒的である。２．６℃上昇すると、２０億

人が水不足に、１５００万人が洪水にさらされる。３℃上がったら環境崩壊、そして文明崩壊が

起こる。地球温暖化とは莫大な熱エネルギーが地球表面に溜まってしまうことなのだ。 

大気中に放出されたＣＯ２は、１００年後にも３分の１が残り地球を温暖化し続ける。 

地球温暖化は加速から暴走の勢いに変わろうとしている。このまま温暖化を許すと２０５０年

までに３℃を超え文明崩壊まで行ってしまう。だから地球の表面温度の上昇を２℃までに抑えな

くてはならない、と世界の科学者は見ている。 

 

 

アメリカのマスロウス

キー教授が昨年発表し

た論文を紹介。 

北極海に浮かぶ氷の面

積が、2013年にゼロに

なる可能性があるとい

う。 



小川惠子生活文化部

長にご挨拶をいただ

きました 

２℃以下に抑えるためにはこれからの２０年間で何をしたら良いのかを、国際エネルギー機関

（ＩＥＡ）が提案した。あらゆる政策を導入し、あらゆる革新的な技術を導入する必要があるの

だ。答えは、①ＣＯ２を集めて海の中に沈める装置（ＣＣＳ）を４６０基建設、②原子力発電所を

２３５基建設、③省エネルギーを年率２％ずつ果たす、④水力発電を２倍に、⑤バイオマスは１

０倍に、⑥風力発電は２０倍に、⑦地熱発電は４倍に、⑧太陽光発電は１３０倍に増やす。こう

して２０年後に、電力の中で再生可能エネルギーで発電した内訳を４０．２％にすれば、２℃以

下、４５０ppm以下に抑制することができる。これらは容易ならざる事ではあるが、不可能ではな

い。 

国際社会は低炭素社会に向けて急速に動き出している。エコイノベーションによって地球温暖

化に立ち向かうことができる。２０５０年までの温度上昇を２℃以下に抑えるためには４８００

兆円要するという試算が発表されているが、新しい技術や産業が生まれてくる。グリーン革命は

新たな経済革命のエンジンである。昨年の経済危機以降は、環境エネルギー革命をテコにして経

済を再建させるグリーンニューディールということが注目されている。 

いま断固たる行動をとれば我々は生き延びることができるというのが、現在の科学者が考えて

いるところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００９年度の「行政・生協懇談会」が４月１６日（木）、群馬ロイヤルホ

テルを会場に開催されました。この懇談会は、群馬県の人事異動後のこの時期

に、群馬県生協連が主催し、日頃指導・協力をいただく群馬県関係部局の皆さ

んと、県内生協の理事長をはじめと

する役職員の皆さんとの交流・懇談

を行なっているものです。 

峰岸通県連会長の挨拶に続き、行

政から小川惠子生活文化部長にご

挨拶をいただきました。 

行政からは小川惠子生活文化部

長のほか、野本守利生活文化部消費

生活課長、須野原修健康福祉部食品安全局食品安全課

次長、遠藤一誠群馬県環境森林部参事（環境政策課長）、

山口憲作農政部蚕糸園芸課長にご出席いただきました。

生協からは、会員生協９生協と非会員生協５生協、それに県連から計３５名が参加して懇親を深

めました。 

 



 

 

 

 

 ２月１８日に県連が実施した減災マップシミュレーションのファシリテータ（世話人）養成講座

の参加者が、地域で減災マップ作りに取り組みましたので紹介します。はるな生協矢中支部シクラ

メン班の皆さんです。 

「矢中町の住宅地図の上に、まず自宅をチェック。さら

に避難所、医療機関やコンビニなどをマークしていきま

す。お友達やお年寄りや乳児、妊婦、外国人労働者など

の災害弱者も気づく限り地図にマークしました。もし大

地震がおこったらどのルートで避難するか、ご近所との

協力や困った方への救済など地図上でシミュレーション

しました。 

 『矢中は空き地が多いから、逃げ道は心配要らないね』

『隣の家が耐震住宅だから、一時避難をさせてもらおう』

『市の決めた避難所は遠い。もっと近くに避難所が出来

るように町内会に働きかけよう』などの、地域性を感じさせる意見や提案が出されていました。」 

（はるな生協機関紙「緑十字」より）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 28日 地連大規模災害対策協議会 

前橋市消団連幹事会 

5月 7日 県連事務局会議 

11日 県消団連事務局会議 

12日 第1回組織部会 

13日 女性協運営委員会 

14日 第７回理事会、県消団連幹事会 

18日 ～19 日生協医療部会運営委員会・総会 

22日 太田情報専門学校生協総代会 

21日 前橋市消団連総会 

26日 県消団連総会 

27日 高経大生協総代会 

28日 第3回食の安全県民ネット総会 

30日 群馬大生協総代会 

 

日 時 2009年 3月19日（木）10時 00分～ 
場 所 全労済群馬県本部 大渡ホール 
議事及び内容 
□ 報告事項 
１、一般経過報告 
２、特別報告 
３、女性協議会・会員生協報告 
□ 協議事項 
１、消費者まつりのまとめについて 
２、2009年度方針案（骨子） 
３、消費者政策の充実強化を進める取組み 
４、食品の安全を確保する取組み 
５、県連災害対策について 
６、地球温暖化防止の取組み、温暖化防止条例 
７、その他 
 


